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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 71,935 3.8 1,390 313.8 1,850 131.8 1,284 145.7

2023年３月期第３四半期 69,290 6.8 336 － 798 145.4 522 184.2

（注）包括利益2024年３月期第３四半期 4,864百万円（－％） 2023年３月期第３四半期 △325百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 169.54 －

2023年３月期第３四半期 65.93 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 128,409 60,931 47.4

2023年３月期 123,471 57,720 46.7

（参考）自己資本 2024年３月期第３四半期 60,904百万円 2023年３月期 57,690百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2023年３月期 － 50.00 － 50.00 100.00
2024年３月期 － 50.00 －
2024年３月期（予想） 50.00 100.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 101,000 8.2 1,700 119.2 2,200 70.7 1,500 19.7 197.99

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期３Ｑ 8,370,000株 2023年３月期 8,370,000株

②  期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 1,010,202株 2023年３月期 754,966株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 7,576,252株 2023年３月期３Ｑ 7,930,439株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規 －社  （社名）－、除外 －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に足踏みもみられるものの、社会経済活動の正常化が進ん

だことを受けて、景気回復の動きが緩やかに続きました。国内景気の先行きは、所得や雇用環境の改善、諸政策の効

果による回復傾向の継続が期待されますが、中東地域をめぐる情勢や世界的な金融引き締め、物価上昇の影響などに

より、依然として不透明な状況となっております。

共同印刷グループを取り巻く環境は、インバウンド需要が順調に回復する一方で、各資源価格の高水準での推移や

デジタルシフトの加速による紙媒体の需要減少など、厳しい状況が続きました。

このような状況の中で当社グループは、中期経営方針「豊かな社会と新たな価値を創造するために未来起点の変革

に挑戦」に基づき、各施策を推進しております。

情報系事業では、「印刷事業で培った強みを軸とし、新たな価値創出を実現」するため、注力領域の強化とデジタ

ル領域の伸長に取り組んでおります。教育分野では、デジタルコンテンツ事業と新規事業開発推進のため、株式会社

学びエイドと資本業務提携契約を締結しました。 また、今後一段と質の高い製品・サービスを提供する体制を構築

していくため、経営資源集中と組織運営効率化を目的に、2024年４月１日を効力発生日（予定）として当社の完全子

会社である共同印刷マーケティングソリューションズ株式会社を吸収合併することを決議しました。

生活・産業資材系事業では、「パッケージソリューションベンダーの地位確立」に向け、食品・日用品向けのパッ

ケージやラミネートチューブの受注拡大の取り組みを進めております。プラスチックフィルムを使わない紙仕様包材

など、環境配慮と消費者の利便性を両立する包材の開発を進め、社会課題の解決に資する製品の拡販、提案を強化し

ております。

また、2023年11月に、サステナビリティ経営と連動したＤＸ推進の方針と取り組みを当社グループ「ＤＸ戦略」と

して策定しました。代表取締役社長をトップとした全社推進体制のもと、事業基盤を強化する「ビジネスプロセス変

革」、新規事業領域を探索する「ビジネスモデル変革」、ＤＸ推進の基盤となる社員の変革マインドを醸成する「人

材変革」を進めることでマテリアリティ解決に資する取り組みを加速し、豊かな社会と新たな価値の創造をめざして

まいります。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高719億３千５百万円（前年同期比3.8％増）、営業利益13

億９千万円（前年同期比313.8％増）、経常利益18億５千万円（前年同期比131.8％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益12億８千４百万円（前年同期比145.7％増）となりました。

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

情報コミュニケーション部門

出版印刷では、電子書籍は好調に推移しましたが、定期雑誌が発行部数の減少などで前年同期を下回ったほか、臨

時案件、コミックスや絵本の重版も減少して全般的に低調となり、前年同期を下回りました。

一般商業印刷は、カタログ、チラシやパンフレット類などが増加しました。しかし、キャンペーン等の減少により

ＰＯＰなどの店頭販促関連が減少、ロジスティクス関連業務なども低調で、前年同期並に留まりました。

以上の結果、部門全体の売上高は258億２千４百万円（前年同期比1.6％減）、営業損失は２億９千３百万円（前年

同期は営業損失１億９千１百万円）となりました。

情報セキュリティ部門

ビジネスフォームは、自治体給付金関連のデータプリントが減少したことに加え、ＢＰＯも金融系などの新規案件

受注が伸び悩み、前年同期を下回りました。一方、証券類とカードは、旅客需要の回復により乗車券類や交通系カー

ドが伸長し、前年同期を大きく上回りました。

以上の結果、部門全体の売上高は212億２千２百万円（前年同期比10.9％増）、営業利益は12億２千８百万円（前

年同期比131.1％増）となりました。
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生活・産業資材部門

紙器は、ラップカートンが業務用とＰＢ商品用の好調で増加し、前年同期を上回りました。軟包装は、フタ材「パ

ーシャルオープン」が増加したほか、注力する食品向けフタ材の受注も進展し、前年同期を上回りました。

チューブは、化粧品向けの回復傾向と歯磨き向けの堅調な推移により、前年同期を上回りました。また、調味料向

けのブローチューブ・ブローボトルは増注やＰＢ商品用の伸長により、前年同期を上回りました。産業資材は、医薬

品向けの海外需要が拡大し、前年同期を上回りました。

以上の結果、部門全体の売上高は233億５千万円（前年同期比4.5％増）、営業利益は７億４千１百万円（前年同期

は営業損失２千８百万円）となりました。

その他

不動産賃貸収入は増加しましたが、物流業務低調の影響が大きく、売上高は15億３千７百万円（前年同期比1.9％

減）、営業利益は１億２千６百万円（前年同期比36.7％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産は、前連結会計年度末との比較において以下のとおりになり

ました。

総資産は1,284億９百万円（前連結会計年度末1,234億７千１百万円）となり、49億３千８百万円増加しました。こ

れは主に、投資有価証券が46億８千５百万円増加したことによるものです。負債は674億７千７百万円（前連結会計

年度末657億５千１百万円）となり、17億２千６百万円増加しました。これは主に、社債が20億円、借入金が12億６

千１百万円増加した一方、仕入債務が13億７千１百万円減少したことによるものです。純資産は、609億３千１百万

円（前連結会計年度末577億２千万円）となり、32億１千１百万円増加しました。これは主に、親会社株主に帰属す

る四半期純利益12億８千４百万円、その他有価証券評価差額金32億３千万円の増加と、配当金の支払７億９千万円、

自己株式の取得９億３千２百万円があったことによるものです。

（キャッシュ・フローの状況）

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

６億９千３百万円減少し、98億７百万円となりました。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

当第３四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、６億５千６百万円（前年同期比193億３千９

百万円減）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益19億５千万円、減価償却費41億９千１百万円の計

上、売上債権の増加12億５千４百万円と棚卸資産の増加11億５千２百万円、仕入債務の減少14億８百万円があったこ

とによるものです。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

当第３四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は、25億８千２百万円（前年同期比30億３千１百

万円減）となりました。これは主に、有形及び無形固定資産の取得による支出27億３千３百万円があったことによる

ものです。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

当第３四半期連結累計期間において財務活動により得られた資金は、12億２千５百万円（前年同期は152億５千６

百万円の使用）となりました。これは主に、社債の発行による収入49億８千７百万円、長期借入による収入30億５千

４百万円があった一方、社債の償還による支出30億円、長期借入金の返済による支出18億３千４百万円、自己株式の

取得による支出９億３千２百万円、配当金の支払７億９千万円があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年３月期の通期の連結業績予想につきましては、2023年５月12日に発表いたしました業績予想から変更してお

りません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,557 9,867

受取手形、売掛金及び契約資産 26,896 28,206

有価証券 － 7

商品及び製品 3,436 3,887

仕掛品 2,850 3,427

原材料及び貯蔵品 1,244 1,412

その他 939 865

貸倒引当金 △11 △15

流動資産合計 45,912 47,659

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 28,940 27,867

機械装置及び運搬具（純額） 12,769 11,732

工具、器具及び備品（純額） 1,537 1,633

土地 14,864 14,922

リース資産（純額） 1,148 1,213

建設仮勘定 450 808

有形固定資産合計 59,710 58,178

無形固定資産

のれん 380 200

ソフトウエア 964 1,096

その他 206 238

無形固定資産合計 1,550 1,535

投資その他の資産

投資有価証券 12,802 17,488

退職給付に係る資産 2,056 2,117

繰延税金資産 310 339

その他 1,132 1,097

貸倒引当金 △5 △6

投資その他の資産合計 16,297 21,036

固定資産合計 77,558 80,749

資産合計 123,471 128,409

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,627 16,256

短期借入金 112 144

１年内償還予定の社債 3,000 －

１年内返済予定の長期借入金 2,405 2,424

リース債務 383 406

未払法人税等 237 416

賞与引当金 1,283 99

役員賞与引当金 44 48

環境対策引当金 102 80

独占禁止法関連損失引当金 838 －

その他 7,764 7,979

流動負債合計 33,800 27,856

固定負債

社債 － 5,000

長期借入金 6,182 7,393

リース債務 914 935

繰延税金負債 1,078 2,516

役員株式給付引当金 15 12

退職給付に係る負債 6,473 6,629

資産除去債務 8 8

長期前受金 17,066 16,891

その他 211 234

固定負債合計 31,951 39,621

負債合計 65,751 67,477

純資産の部

株主資本

資本金 4,510 4,510

資本剰余金 1,688 1,687

利益剰余金 47,881 48,381

自己株式 △2,160 △3,027

株主資本合計 51,919 51,550

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,881 9,111

為替換算調整勘定 196 515

退職給付に係る調整累計額 △307 △274

その他の包括利益累計額合計 5,770 9,353

非支配株主持分 30 27

純資産合計 57,720 60,931

負債純資産合計 123,471 128,409
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

売上高 69,290 71,935

売上原価 56,502 57,563

売上総利益 12,787 14,372

販売費及び一般管理費 12,451 12,981

営業利益 336 1,390

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 266 288

物品売却益 25 26

設備賃貸料 55 51

保険配当金 171 146

為替差益 － 9

その他 205 147

営業外収益合計 726 672

営業外費用

支払利息 114 107

設備賃貸費用 18 26

社債発行費 1 31

持分法による投資損失 38 －

為替差損 7 －

その他 83 46

営業外費用合計 264 212

経常利益 798 1,850

特別利益

固定資産売却益 52 0

投資有価証券売却益 175 216

退職給付制度改定益 376 －

その他 8 －

特別利益合計 612 217

特別損失

固定資産処分損 222 77

投資有価証券売却損 0 0

減損損失 － 31

本社移転費用 170 －

その他 21 9

特別損失合計 414 117

税金等調整前四半期純利益 997 1,950

法人税等 478 672

四半期純利益 518 1,278

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3 △6

親会社株主に帰属する四半期純利益 522 1,284

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

四半期純利益 518 1,278

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,389 3,251

為替換算調整勘定 538 322

退職給付に係る調整額 7 33

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 △20

その他の包括利益合計 △844 3,585

四半期包括利益 △325 4,864

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △325 4,867

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △3

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 997 1,950

減価償却費 4,291 4,191

減損損失 － 31

のれん償却額 349 180

退職給付に係る資産及び負債の増減額 △331 138

貸倒引当金の増減額（△は減少） △49 4

賞与引当金の増減額（△は減少） △713 △1,184

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11 3

独占禁止法関連損失引当金の増減額（△は減少） △401 △838

固定資産解体費用引当金の増減額（△は減少） △388 －

環境対策引当金の増減額（△は減少） － △22

受取利息及び受取配当金 △269 △290

支払利息 114 107

持分法による投資損益（△は益） 38 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 0

投資有価証券売却損益（△は益） △175 △216

固定資産除売却損益（△は益） 169 76

売上債権の増減額（△は増加） △1,275 △1,254

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,081 △1,152

仕入債務の増減額（△は減少） 2,492 △1,408

未払消費税等の増減額（△は減少） 744 △730

破産更生債権等の増減額（△は増加） △0 △1

未払費用の増減額（△は減少） 242 337

長期前受金の増減額（△は減少） 17,124 △174

その他 △1,206 993

小計 20,659 742

利息及び配当金の受取額 269 290

利息の支払額 △122 △102

法人税等の支払額 △810 △274

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,995 656

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △6,039 △2,733

有形及び無形固定資産の売却による収入 55 3

投資有価証券の取得による支出 △18 △136

投資有価証券の売却による収入 422 337

貸付金の回収による収入 0 －

その他 △34 △54

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,614 △2,582

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △6,737 16

長期借入れによる収入 － 3,054

長期借入金の返済による支出 △6,832 △1,834

社債の発行による収入 － 4,987

社債の償還による支出 － △3,000

配当金の支払額 △825 △790

非支配株主への配当金の支払額 △16 －

自己株式の取得による支出 △445 △932

自己株式の処分による収入 49 42

その他 △448 △318

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,256 1,225

現金及び現金同等物に係る換算差額 6 7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △868 △693

現金及び現金同等物の期首残高 8,890 10,500

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,022 9,807

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算)

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

(1)株式給付信託（ＢＢＴ）

当社は、2018年６月28日開催の第138期定時株主総会決議に基づき、当社の取締役及び執行役員並びに一部の当社

子会社における役付取締役 （以下「取締役等」という。）に対する新たな業績連動型株式報酬制度「株式給付信託

（BBT（＝Board Benefit Trust））」(以下「本制度」という。）を導入しております。

①取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対して、当社及び一部

の当社子会社が定める役員株式給付規程に従って、業績達成度等に応じて当社株式及び当社株式を時価で換算した金

額相当の金銭が信託を通じて給付される株式報酬制度であります。なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期

は、原則として、取締役等の退任時となります。

②信託に残存する自社の株式

当社は、信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末161百万円、55千株、当

第３四半期連結会計期間末159百万円、55千株であります。

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

該当事項はありません。

(2)株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）

当社は、2022年２月18日開催の取締役会決議に基づき、2022年３月10日より、当社の株価や業績と従業員の処遇の

連動性をより高め、経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を

高めるため、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」（以下「本制度」という。）を導入しております。

①取引の概要

本制度の導入に際し制定した「株式給付規程」に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株式を給

付する仕組みです。

将来給付する株式を予め取得するために、当社は「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の信託財産として株式会社日

本カストディ銀行（信託Ｅ口）に金銭を信託し、当該信託銀行はその信託された金銭により当社株式を取得しており

ます。

②信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式と

して計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末417百万円、150千株、当第３四半

期連結会計期間末417百万円、150千株です。

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

該当事項はありません。
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(3)株式給付信託（従業員持株会処分型）

当社は、2022年２月18日開催の取締役会決議に基づき、2022年３月10日より、従業員の福利厚生の増進及び当社の

企業価値向上に係るインセンティブの付与を目的として、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」（以下「本制

度」という。）を導入しております。

①取引の概要

本制度の導入にあたり、当社は、当社を委託者、みずほ信託銀行株式会社（以下「受託者」という。）を受託者と

する「株式給付信託（従業員持株会処分型）契約書」（以下「本信託契約」という。）を締結しております。（以

下、本信託契約に基づいて設定される信託を「本信託」という。）。また、受託者は株式会社日本カストディ銀行と

の間で、株式会社日本カストディ銀行を再信託受託者として有価証券等の信託財産の管理を再信託する契約を締結し

ております。

本信託は、2022年３月から５年間にわたり持株会が購入することが見込まれる数に相当する当社株式を予め一括し

て取得し、以後、持株会の株式購入に際して当社株式を売却していきます。本信託による持株会への当社株式の売却

を通じて、信託終了時までに、本信託の信託財産内に株式売却益相当額が累積した場合には、かかる金銭を残余財産

として、受託者適格要件を充足する持株会加入者（従業員）に分配します。

また、当社は、本信託が当社株式を取得するために借入に際し保証をするため、当社株価の下落等により、信託終

了時において、株式売却損相当額の借入残債がある場合には、保証契約に基づき当社が当該残債を弁済することとな

ります。

②信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式と

して計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末224百万円、80千株、当第３四半

期連結会計期間末183百万円、66千株です。

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

前連結会計年度末　　　　　　長期借入金　229百万円

当第３四半期連結会計期間末　長期借入金　194百万円
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

情報コミ

ュニケーシ

ョン部門

情報セキュ

リティ部門

生活・産業

資材部門
計

売上高

顧客との契約か
ら生じる収益

26,233 19,137 22,352 67,722 1,244 68,967 － 68,967

その他の収益 － － － － 322 322 － 322

外部顧客への
売上高

26,233 19,137 22,352 67,722 1,567 69,290 － 69,290

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

917 541 203 1,662 4,340 6,002 △6,002 －

計 27,150 19,679 22,555 69,385 5,907 75,293 △6,002 69,290

セグメント利益

又は損失（△）
△191 531 △28 311 199 511 △175 336

（セグメント情報等）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  2022年４月１日  至  2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、物流事業、保険取扱事業及び不動産管理

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研

究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

情報コミ

ュニケーシ

ョン部門

情報セキュ

リティ部門

生活・産業

資材部門
計

売上高

顧客との契約か
ら生じる収益

25,824 21,222 23,350 70,397 1,164 71,561 － 71,561

その他の収益 － － － － 373 373 － 373

外部顧客への
売上高

25,824 21,222 23,350 70,397 1,537 71,935 － 71,935

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

868 484 328 1,682 4,082 5,765 △5,765 －

計 26,693 21,707 23,678 72,079 5,620 77,700 △5,765 71,935

セグメント利益

又は損失（△）
△293 1,228 741 1,676 126 1,803 △412 1,390

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  2023年４月１日  至  2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、物流事業、保険取扱事業及び不動産管理

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研

究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当第３四半期連結累計期間に、「情報コミュニケーション部門」において減損損失１百万円、「その他」にお

いて減損損失29百万円を計上しております。
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